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					海外送金とは日本国内の金融機関から海外の金融機関口座に現金を振り込む取引のことです。
海外送金のポイントは、送金に関する情報と、本人確認情報の二つをそろえることが必要ということです。
送金に関する情報とは、受取人の氏名住所のほか、金融機関名（視点情報含む）や送金目的・SWIFT/BTCなどのことを指します。
SWIFT/BTCとは、銀行などの識別コードのことです。
本人確認情報とは運転免許証やマイナンバーカード・旅券などが該当します。
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					海外送金する前に必ず為替レートをチェック

					海外送金を行う際、為替レートを必ずチェックすることは非常に重要です。
通貨の価値や交換レートを示しており、送金額に大きな影響を与える要素です。
チェックすることによって、正確な送金額を計算することができます。
日々変動するため、送金を行う前に最新の情報を入手することが必要です。
インターネットや銀行のウェブサイト、為替情報サービスなどを利用して、信頼性の高い情報を入手しましょう。

また送金手数料や隠れたコストを正確に把握することもできます。
一部のサービスや金融機関は、不正確に提示したり追加の手数料を請求したりすることがあります。
確認することで適切な手数料を見積もり、追加のコストを回避することができます。
さらに変動を注意深く観察することで、タイミングを最適化することも可能です。
有利な時に送金することで、より多くの通貨を受取人に送ることができます。

海外送金は国際的な取引であり、為替レートはその中心的な要素です。
正確なレートをチェックすることは、金額を最大限に活用し、追加のコストを最小限に抑えるために欠かせません。


					

					海外送金を利用するためには本人確認が必須になる

					海外送金を利用する際には、その送金は誰が行ったのかを明確にするために、本人確認が必須となります。
事業者により方法は異なりますが、運転免許証やマイナンバーカードなど写真付きの身分証明書と本人が写った写真を送信すると、AIが真贋を判定して確認が行えるものがトレンドとなっているほか、サービスに紐づけをする銀行口座に登録されている個人情報へのアクセスを許諾するボタンを押せば瞬時に照合が行われて確認が完了するものもあります。
ほぼ全てがオンラインで完結するのが当たり前となりつつありますが、それらの証明書や口座を持っていない方のために、本人確認書類を郵送して手続きが行えるケースも一部に残っていますが現在では減少傾向にあります。
それらの手続きを済ませれば登録したアカウントが自身のものであると証明でき、健全に海外送金を行うことが可能になります。
面倒な手続きは初回だけで、一度完了すれば特に意識することなく取引をすることが可能です。


					

					海外送金はスマートフォンアプリだけで完結する

					海外にいる親族に送金をするためには、銀行サービスの海外送金を利用する必要があります。
海外送金をするためには、誤送金をしないために正確な情報入力を行わないといけないため最寄りの窓口から実行しないといけないです。
これまでは窓口から実行しないといけなかった海外送金ですが、銀行の最新サービスとしてスマートフォンやパソコンに専用のアプリをダウンロードすることで端末から操作することができるようになっています。
使い方はとても簡単で、アプリをダウンロードしたら起動し会員登録をしてからIDとパスワードを入力をします。
ログインが完了したら、項目の中にある送金手続きの中にある海外送金をクリックするだけです。
送りたい相手がいる国と銀行名を入力したら、最後に口座と送金したい金額を入力するだけで完了です。
日本の多くの銀行は海外の銀行ネットワークと連携しているため、情報に間違いがなければしっかりと翌日から１週間後には入金をしてくれます。


					

					海外送金は事前に送金額のシミュレーションができる

					海外送金に関しては事前に送金額のシミュレーションが可能です。
多くの銀行や送金サービスプロバイダーは、オンライン上で簡単にシミュを行うことができるツールや計算機を提供しています。

これらのシミュレーションツールは通常、無料で利用することができます。
シミュに必要な情報としては、送金元と送金先の国、および為替レートが必要です。
一部のツールでは、手数料やその他の関連費用も考慮される場合があります。

シミュを行うことで、実際の送金額や為替手数料がどれくらいになるかを予測することができます。
これにより、事前に送金コストを把握することができますし、異なる銀行や送金サービスプロバイダーの料金を比較することもできるのです。

ただし結果はあくまで見積もりであり、実際の取引時には若干の変動が生じる可能性があります。
為替レートや手数料は市場の状況やサービスプロバイダーのポリシーによって変動するため、正確な金額を知るためには実際の送金手続きを行う必要があるのです。

海外送金は額を事前に把握するために非常に便利なツールです。
無料で利用できるため、異なるオプションを比較して、自分にとって最適な送金方法を選択することができます。


                    
                    

					海外送金のセキュリティは厳しくなっている

					現代の海外送金はますます厳格なセキュリティ対策が施されています。この高い対策は顧客の資金や個人情報を保護し、送金プロセスを安全かつ信頼性の高いものにするために重要です。
まず第一に送金業者は国際的な規制と法律に厳密に準拠します。金融機関はマネーロンダリングやテロ資金供与などの不正活動を防ぐために、顧客の身元確認を徹底的に行っています。不正行為のリスクを最小限に抑えることができます。
送金プロセス自体も対策が強化されています。海外送金は暗号化技術や二要素認証などの高度な機能が導入されており、データの保護とトランザクションの安全性が確保されています。ネットワークセキュリティの向上にも注力されており、不正アクセスやデータ漏洩のリスクを低減します。
不審な活動の監視も強化されています。金融機関や送金業者は、機械学習や人工知能などのテクノロジーを活用して、異常な取引パターンや不審な送金を検知し、速やかに対処します。不正行為や詐欺の発生を事前に防止することができます。

					

					海外送金申し込みから完了までに必要な時間

					海外送金申し込みから完了までにどれくらいかかるかというのは、さまざまな要素に関わってきます。
まず、海外送金を申し込む際には、送金元銀行や送金サービスプロバイダーのウェブサイトやアプリを通じて申請を行います。受取人の銀行口座情報や送金額などの必要な情報を提供する必要があり、この手続きには数分から数十分程度かかることが一般的です。
次に、送金元銀行や送金サービスプロバイダーは、申し込み内容を審査し、セキュリティの確保や規制の遵守などを確認します。これには通常、数営業日から1週間ほど要します。
承認された後、送金元銀行や送金サービスプロバイダーは実際の手続きを開始します。送金先の銀行や中継銀行の手続きや時間によって異なりますが、一般的には数営業日から数週間かかることがあります。
最後に、受取人の銀行での処理時間も考慮しなければなりません。受取人の銀行が送金を受け取り、入金処理を行うまでには数営業日から数週間かかることがあります。
したがって、海外送金申し込みから完了までに要するのは申請から数分から数十分、審査と送金手続きに数営業日から数週間、そして受取人の銀行処理に数営業日から数週間程度となることが多いです。

					

					海外送金は日時指定ができるのか？

					海外送金は日本の国内でお金を送る場合とは異なり、様々な銀行や金融機関を経由するため非常に時間がかかる場合が少なくありません。またそれぞれの金融機関によって処理の方法も異なるため、非常に時間がかかったり、あるいはその順番が適切ではないケースもあることに注意が必要です。そのため日時指定を行っても、これが守られる事はほとんどないと認識しておくことが必要です。
海外送金の場合には途中で様々な手数料が発生すると言うことも多く、その仕組みもそれぞれの国で異なるものです。手数料の金額によって処理する順番が決まるといったケースもあり、この場合には標準的な料金だけでは十分な手続きを迅速に行うことができない場合も少なくありません。事前にこれらの情報を確実に入手し、安全なルートで送金を行うことが必要です。信頼できる金融機関のルートをチェックし、これを可能であれば指定することが良い方法となっており、それでも時間がかかると言うことを認識しておくことが大切です。

					

					銀行口座を介さない海外送金は可能？

					これまで日本の銀行から海外送金をするには銀行口座が必要でした。ところが最近の新しいサービスは今までの概念を覆します。日本にあるお金をオンライン上で海外送金できるという画期的なシステムです。手数料が他の方法よりも安いので便利ですし、為替レート通りの取引になります。まずは現地についてから銀行口座を作ります。それから日本の口座から直接そこへと海外送金できます。大きなメリットの一つは、5分程度で送金できる点です。従来の海外送金は中間にいくつもの金融機関が存在します。しかし新しい方法では一つのプラットフォームで完成します。現地で追加でお金が必要となった場合にも大助かりです。渡航前には今持っている口座をネットバンキングとしても仕えるかどうかを確認しなければいけません。注意点ですが、運転免許証やマイナンバーカードが必要となります。住所を確認するための書類がいくつもあるので要確認です。渡航前に一度送金してみると安心です。

					

					送金先を事前に登録しておくと海外送金は楽になる

					海外送金を行う際に、相手先の名称や口座番号などの入力が面倒だと感じるケースも少なくありません。一字一句間違うことが許されず、もしも不備がある状態で送金の手続きを行えばエラーが出て初めからやり直しになります。特に急いでいる時には大きな痛手となり、このために支払いの期限を守れないのであれば本末転倒です。そんな時に備えて、多くの海外送金サービスでは送金先をあらかじめプリセットとして登録できるシステムを用意しています。まるでアドレス帳のように相手先の名称や口座番号などを保存でき、一度登録を済ませれば後は1クリックで自動入力が可能なのも便利です。いつも利用するオンラインショップや、海外在住の家族に送金するなど頻繁に利用するなら、登録しておくことでいつでも簡単に呼び出すことができます。確実に登録を済ませておけば入力ミスも無くなり、急いでいる時でも簡単に送金先を選択して迅速な海外送金を実現します。海外送金を利用する際には、このような登録機能があるのかを確認しておきたいところです。

                    
                    

					海外送金には上限などのルールがある？

					海外送金は、国際間での資金移動を行う際に便利な手段ですが、一定のルールや制限が存在します。多くの国や金融機関は、1回の送金における上限金額を設定しています。これは、マネーロンダリングや資金洗浄などの不正活動を防止するための対策です。上限は国や金融機関によって異なりますので、具体的な額に応じて確認しましょう。海外送金を行う場合、受取人の身元確認が要る場合があります。金融機関はKYCと呼ばれる規制に基づき、送金に関与する当事者の情報を収集し、確認する義務があります。また身分証明書や住所証明書などの提出が求められるときがあるようです。特に大きな金額や特定の国へのお金を送るときには、目的に関する情報を提供することが求められることがあるようです。目的を正確に記載することで、処理の円滑化や不正行為の防止に役立ちます。海外送金時には、為替レートや手数料が発生することがあります。送金サービスプロバイダによって異なりますが、為替レートや手数料には注意したほうが良いでしょう。そしてお金を送る前に詳細を見定めて、コストを把握しておくこともポイントです。特定の国や地域へ送るときには制限がある場合があります。政治的な制裁や経済制裁などが原因で、一部の国への送金が制限されていることがあります。それぞれの国や地域に関する制限や制約を確認し、法的な問題を回避するためにもしっかりと注意しましょう。

					

					海外送金は銀行窓口に行かなくてもOK

					海外送金は国内での送金よりも難しいイメージがあります。やはり銀行窓口に行かないと手続きができないのではと考えている人もいるのではないでしょうか。海外送金は日本の銀行から海外の金融機関を通して、受取人の口座に振り込まれます。海外送金は銀行窓口で行うことが一般的でしたが、最近ではインターネットやアプリで手軽に送金できるサービスを用意する銀行も増えてきました。アプリやインターネットを使えば、銀行に行く手間もなく24時間いつでも好きなタイミングで送金できます。忙しさなどで、銀行に何度も足を運ぶのが難しいという人にも便利なサービスです。銀行が休んでいる土日や祝日にも利用できますし、送金手数料も窓口を利用するよりお得になることも多くなっています。受取人口座も登録しておけるので、決まった相手に何度も送金するという場合にも便利です。アプリやインターネットバンキングで海外送金を行う場合は、本人確認書類やマイナンバーなどの情報も必要になるので、準備をしておきましょう。

					

					海外送金が上手くいかない時の対処法とは？

					海外送金が上手くいかない場合対処法を考えてみるのです。先の情報（銀行名、支店名、口座番号）が正確であり、受取人の氏名や住所が正しく入力されていることを確認しましょう。送金先の国や地域の規制や制限事項があるかどうかを確認し、それに適合しているかを確認してみるのです。次に、送金元の銀行や金融機関に連絡して、トランザクションの状況を確認してください。送金手数料が適切に支払われているか、送金先の銀行に送金処理が正しく行われているかを確認します。送金元の銀行から送金の進捗状況や問題の原因についての詳細を提供してもらうこともできます。もし問題が特定の送金サービスやプラットフォームに関連している場合は、そのサービスのカスタマーサポートに連絡して問題を報告するべきです。詳細な情報を提供し、問題の解決策を求めることが重要です。送金手続きのステータスを定期的に確認し、問題が解決されるまで状況を追跡します。お金を送ることに関するドキュメントやレシートを保管しておくことも重要です。最後に、海外送金に関する専門家や金融アドバイザーに相談することも検討してください。彼らはより具体的なアドバイスや解決策を提供してくれる可能性があります。

					

					海外送金専用ダイヤルがあるサービスは安心

					海外送金専用ダイヤルを提供しているサービスは、利用者にとって安心感をもたらすことがあります。このようなサービスを利用することで、以下のようなメリットがあります。まず第一に、送金専用ダイヤルは専門のカスタマーサポートスタッフが対応してくれるため、問題や疑問が生じた場合に迅速かつ専門的なサポートを受けることができるのです。彼らは海外送金に関する知識や経験を持っており、送金トランザクションの進行状況や問題の解決策を提供してくれるでしょう。さらに送金ダイヤルは通常、24時間対応していることが多く、多言語対応していることもあるのです。これにより、国際的な送金に関する問題が生じた場合でもいつでも助けを求めることができます。異なる言語を話すスタッフがいるため、言語の壁を乗り越えて円滑なコミュニケーションが図れます。さらに海外送金ダイヤルは通常、送金に関するセキュリティ上の懸念事項についても助言やアドバイスを提供してくれるのです。安全性やプライバシーに関する問題がある場合には、専門家のアドバイスを受けることができます。最後に、海外送金ダイヤルは利用者の利便性も向上させます。通常、電話での問い合わせや相談が可能であり、ユーザーは自分の都合の良い時間に直接サポートを受けることができます。

					

					海外送金は中継手数料が発生することがある

					海外送金は様々な金融機関を経由してお金を送る仕組みとなっているため、その中継を行う金融機関により高額な中継手数料が発生することも多くなっています。日本国内の場合にはすべての金融機関が一律に様々な手数料を定めている傾向にあり、その金額を予測することが非常に良いとなっていますが、海外送金の場合にはその国のルールや金融機関独自の仕組みによって金額が異なり、さらには項目も異なるため十分に注意をしなければなりません。海外の場合にはお金の扱いが日本とは違う部分があり、為替レート等の影響を受けることも多いものです。高額な費用が必要となる場合があったり、これがその額によって変動すると言うこともあるので、十分に確認をすることが必要です。自分でルートを設定できるケースもあるため、様々なところから情報を集めることが失敗しない方法です。日本国内では考えられない仕組みがその中で行われており、これを知らないとトラブルの原因になることも意識しておくことが大切です。

                    
					
						
					

					

					
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
					

				

				
					
						
							
								
							

						

						
							著者：杉江征雄

							筆者プロフィール

							東京都港区出身。
大手証券会社に勤務。
金融に関する記事をネットで執筆しています。
今回は海外送金についてまとめました。

							海外送金
							

						

					

				

			
		

		
			
				
					
						
					

					海外送金に関する情報サイト

					海外送金のまとめ

				

				
					このサイトでは海外の金融機関に設置されている口座への振り込みをする予定を持っている方を読者層に想定して、実際に海外送金するときに注意するべきポイントや基礎情報などを、色々なコンテンツを通じて御紹介しています。
各金融機関が公開しているアプリを利用することになりますが、公的な本人確認書類のアップロードが必要になるので準備を忘れないでください。
国によっては当該取引に対応していないこともあるので、事前に確認するのは必須です。
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